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巻 11 号、1954 年 11 月）、天野氏前掲書が
ある。
（17） 佐成氏と同様、社本前掲論文はワキが
勅使であることに注目している。
（18） 折口氏論稿では本文に傍線が用いられ
る。混乱を避けるため、あえて浪線を利用
した。
（19） 天皇は最高位の「みこともち」であり
「すめらみこと」と称される。天皇を「み
こと」というのは「みこともち」の略であ
ると折口氏はいう。
（20） ちなみに、『日葡辞書』で大臣は「Dai-
jin（ダイジン）。ヲトド。内裏のやかたに
おいて、位を持つ公家」となっている。大
臣ワキも項目があり「Daijinvaqi（ダイジ
ンンワキ）。能において高貴の役を演ずる
人物」（傍線筆者）となっている。ちなみ
に、ワキについては「Vaki（ワキ）。わざ
を演じる人、すなわち、能で、演じられる
事について話すために、人物の先に出る
人」とある。シテに先行して登場すること
を意味するか。これらは『時代別国語大辞
典　室町編』（三省堂）による。
（21） 小田前掲論文。
（22） 『折口信夫全集ノート篇（芸能各論）』
第六巻、1972 年。「……これにはごく低い
地位の神が多いのだが、これを能の方では
末社神ということばであらわしており、
……」。
（23） １．田中允後掲。２．金井清光『能の
研究』（桜楓社、1969 年）ほか。３．折口
信夫「翁の発生」『折口信夫全集』第二巻、
西郷信綱『詩の発生』（未来社、1964 年）。
